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略語解説 

RoHS: Restriction of Hazardous Substances 
RoHS対象物質：鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、ポリ臭素化ビフェニル、 
ポリ臭素化ジフェニルエーテル 

赤尾　俊和 

電子部品を守るウレタン 

１．断熱･電気絶縁用のウレタン 

　ウレタンは、スペースシャトルの燃料タンクの断熱材を

はじめ、生活や身の回りで不可欠なプラスチックとして使

用されています。ウレタンは、１９３０年代にヨーロッパで発

明され、断熱材や接着剤、コーティング剤などの開発が始ま

りました。１９５０年代に、アメリカの石油化学工業の発展と

ともに、応用分野や製品開発が急拡大し、同時に日本へ技

術導入され、国産化が進展しました１）。現在では、ポリエチ

レン、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン、ポリスチレンなどの

汎用品に次いで、全世界で生産されるプラスチック全体の

６％、年間１,０００万トン近い市場規模を占めています(図１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ウレタンは、冒頭に紹介した用途のほかにも軽量な断熱

材として、自動車、飛行機、船舶、それに住宅や工場などに使

われるほか、クッション材として、車両のシート、ベッドやソフ

ァにも、また、塗料、防水材、床材、止水材、バインダーなどの

用途に幅広く使用されています。新しい用途の一つとして、

ウレタンの電気絶縁用途への応用が進んでおり、低応力で

伸びがあり、絶縁性、耐熱性などの優れた特長が活用されて

います。 

 

２．エイムフレックスシリーズ 

　エイムフレックスＥＦシリーズは、電気絶縁用途に開発さ

れた厚膜タイプの二液混合型ウレタンです。ウレタンの厚膜

で湿度や熱などから電子部品を保護し、耐久性や信頼性を

向上させます。低硬度のゲルやゴム弾性体から架橋密度の

高い硬質樹脂まで幅広い製品を揃え、制御基板、車載電装品、

コンデンサー、トランスなどの電子部品に実績があります。

また、全ての製品が輸出可能で、原料としてRoHS対象物

質を使用しない、安全性の高い製品設計です。最近では、車

載電装品で求められている１５０℃の耐熱グレードや、熱伝導

率が1W/m･k以上の高放熱グレード、そしてリレーやコネ

クター用途に需要が増えてきているシロキサンフリーグレ

ードなどの新製品を開発しています。 

　エイムフレックスＷＦシリーズは、薄膜タイプの水系一液

型ウレタンです。この製品は、有機溶剤を含まないため、引

火性がなく、消防法の規制を受けません。また、基板に塗

布されるフラックスとの接着性も良好で、その皮膜は溶剤･

薬品に高い耐性を示します。エイムフレックスＷＦ-１００の

皮膜は、溶剤系のアクリル樹脂やシリコン樹脂と比べて、

高強度で、透湿度が低く、電気絶縁用途として優れた物性

値を示します(表１)。膜厚を５００ミクロン程度に塗布すると、

風量と熱量の調整により、溶剤系に匹敵する乾燥性を示し

ます。また、作業性の良好な一液型ウレタンには、水系品

のＷＦシリーズのほかに、無溶剤の紫外線硬化品、熱硬化

品などの開発を進めています。 
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表1 エイムフレックスWF-１００と溶剤系樹脂の比較 

項　目 
アクリル樹脂 シリコン樹脂 

溶剤系 エイムフレックス 
WF-１００ 
 引張強度（MPa） 

伸び（％） 

体積固有抵抗（Ω・cm） 

透湿度（g／m2） 

ガラス転移温度（℃） 

２５ 

２８０ 

１０１５ 

１１０ 

-５０ 

１１ 

２００ 

１０１５ 

１８０ 

５０ 

６ 

６０ 

１０１５ 

３２０ 

-１２０ 




